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・はじめに 

 左 鐙 （さぶみ）は 、鹿 足 郡 津 和 野 町 内 に 位 置 する人 口 約 ３００人 の 山 間 の 小 さな集 落 で、

県 内 最 高 峰 の 安 蔵 寺 山 や清 流 日 本 一 の 高 津 川 といった豊 かな自 然 に 囲 ま れた地 域 です。 

 安 蔵 寺 山 の 麓 に ある左 鐙 小 学 校 は全 校 生 徒 ６人 と小 規 模 なが ら、自 然 を生 かした教 育 や

地 域 の 方 々との つながりを活 かした教 育 が 行 われています。 

 田 舎 ならではの 教 育 を行 っている左 鐙 小 学 校 ですが 、現 在 廃 校 の 危 機 に あります。 

その ような状 況 を打 開 するために 、左 鐙 公 民 館 やＮ ＰＯ法 人 『さぶみの 』を中 心 として、地 域 の

イベントやＵ・Ｉターン、定 住 促 進 に 係 るさま ざま なイベントが 多 く行 われていま す。 

 今 回 はその 中 の ４つの イベントに 研 修 という形 で参 加 させていただきま した。 

 

①  研修の日程 

I .    ７月 ２１日 （月 ）、７ 月 ２８日 （月 ）、８月 １日 （金 ）～８月 ３日 （日 ）  ５日  

I I .  ９月 １４日 （日 ）                                   １日  

I I I .  １０月 ４日 （土 ）～１０月 ５日 （日 ）                       ２日  

IV .  １１月 ２２日 （土 ）～１１月 ２３日 （日 ）                     ２日  

 

                                       計 １ ０日  

 

 

②  研修の内容（できるだけ詳しく記載してください。） 

 

I.  「夏休み左鐙宿泊体験」 （今年で８回目） 

☆概要 

     地域内外の小学生（約３０人）を対象に、２泊３日の日程でさまざまな体験をしてもらう。 

      ヤマメ掴み取り、カレーライス作り、ドラム缶風呂、班活動、 

テント宿泊、魚釣り、キャンプファイヤー等 

 

☆研修内容 

     事前打ち合わせ（7/21、7/28） 

     宿泊体験期間中の子供スタッフ（班のリーダー）として子供たちの活動補助、見守りを行った。 



 

 

            

（宿泊体験集合写真） 

 

 

II. 「左鐙運動会」 

☆概要 

     小学校と地域合同で開催される運動会。子供から高齢者の方まで競技に参加し、地区    

   で分けた３チームで優勝を争う。地区外からの参加者も多数見られた。 

     

☆研修内容 

開会まではテント張り等の会場準備を行った。 

開会後は用具係として競技の補助を行い、また選手としてもいくつかの競技に参加した。 

  

 

        （運動会後集合写真）                  （運動会の様子） 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

III.  「祭りだよ！左鐙に集合！」 

     ☆概要 

     神社の秋季大祭にあわせて行われる。前夜祭には地域内外から約２００人が集まり、 

昭和５０年代の祭り料理を作って、飲食をしながら神楽を楽しむ。 

     大祭当日には「御神幸」が行われ、御輿の行列を出して地区内を一周する。 

    その後、餅まきが行われた。 

     ☆研修内容 

前夜祭では会場の設営、受付・出店での来客対応などを行った。 

大祭当日は神具を持って行列に参加し、地区内を一周した。 

 

 

              

    

 

 

 

 

IV.  「左鐙公民館祭り」 

     

 ☆概要 

     午前中は小学生の学習発表会、認知症についての講演が行われ、午後は地元の方々 

による芸能発表、農産物品評会等が行われた。 

     また公民館では、朝から地元の方々が作られた手芸品、絵画、生花、川柳等の展示が 

行われていた。 

     

    ☆研修内容 

祭り前日は、机・椅子の運搬などの会場設営、公民館で行われた展示の準備を行った。 

祭り当日は、主に受付での来客対応を行った。 



 

 

 

 

 

 

          (学習発表会の様子)              （農産物品評会の出品物） 

 

 

 

 

 

③  研 修 の 感 想   

現在の職場は、地域に出る機会の少ない職場 なので、今回の研修はイベントの準備・運 営を通

じて、地域の方々や公民館の職員の方がどのような活動をされているのか、地域、県政 等に対して

どのような思いを持たれているかを知るいい機会になりました。 

 ４つのイベントに参 加 させていただきましたが、どのイベントも地 域 内 外 から多 くの方 が参 加 され、

盛り上がりをみせていました。参加者の中には左鐙のファンだという方もおられ、イベントのたびに県

外 からお子 さんを連 れて、左 鐙 を訪 れているとのことでした。夏 休 み宿 泊 体 験 も毎 年 参 加 している

県 外の小 学 生が多 数 いるなど、県 内 外 にリピーターがいるようでした。このような人 が多 くいるという

のは、左鐙公民館やＮＰＯ法人『さぶみの』を中心に、地域全体でいろいろな取り組みを継続して取

り組んでこられた成果だと思います。これからも続けていかれることを期待しています。 

また今回の研修中、左 鐙に住む人々から左鐙 に対する愛着、誇りを感じることが多くありました。

それは大人だけでなく、子供たちからも感じることが出来ました。これは大人が地域を盛り上げようと

頑張っている姿を見て育っていること、今回私が参加した４つのイベントなどの子供たちが役割を持

って参加する地域行事が多くあることが、地域に対する愛着を生んでいるのではないかと思います。 

この研 修で学んだこと、感じたことを、今 後の業 務に活かしていくと同 時に、今 後も左 鐙を含 め、

いろいろな地域の活動に参加してみたいと感じました。 

 

最後になりましたが、温かく迎えてくださった左鐙のみなさん、ありがとうございました！ 

 

 


